ブーチンロシア駐日公使からの祝辞
２０１２年９月９日

第7回NEASE-Netフオーラムの主催者ならびに参加者のみなさま！

大変残念ですが、APEC関連の行事のため、私は今回のシンポ―ジウムに参加することができなくなりました。お詫び申し上げます。

しかし、みなさまに祝辞を送る機会を得て、心から喜んでおります。

みなさまのフオーラムが、ウラジオストクのAPECの首脳会議と同じ時期に開かれたのは象徴的です。APECサミットでは、アジア太平洋地域の経済統合と協力の問題が討議されています。これは、ダイナミックな発展を遂げているこの地域の経済成長のフアクターであります。
ロシアが議長国であるこの１年間にAPECで討議されたテーマーは、北東アジアの多国間協力を発展させる上で原則的に重要な意義を持つています。ウラジオストク・サミットで合意された課題は、地域経済統合の深化、輸送・ロジステイックシステムの完成―特に地域の供給拠点でネックとなっている場所の解消、食料の安全保障―そのための食料市場の安定性の向上、イノベーションの成長促進などの分野における共同作業であります。これら課題の実施は、北東アジアの経済発展を一層加速し、この極部地域の国家間連携を強化するでありましょう。
　ロシアは国内ではシベリアと極東地区の優先的発展という方針を具体化させ、ウラジオストク合意、その中でも近隣国日本との相互協力の実現を積極的に進めています。それは、まずエネルギー、運輸、農業（沿海州、ハバロフスク地方とアムール州の近代化された食糧基地を含む。この基地は北東アジア全地域の利益に応えるものである）、自然災害の防止と非常対策、その他の有望な分野における協力であります。
　私はその過程で、ロシア極東地区と日本の東北各県間の新しい広範な協力の可能性が切り拓かれると確信しています。

日本のパートナが、このような相互協力に参加されることは、ロ日地域間の連携、国家間全般の関係強化を促進するばかりでなく、さらに2011年3月11日に日本で発生した不可抗力の天災がもたらした重大な災害の早期克服に寄与するでしょう。ロシア連邦は、その克服にあらゆる分野で協力を惜しみません。
　このフオーラムにて素晴らしい、成果のある討議が行われ、参加者の皆様が創造的なエネルギーに輝き、ご多幸であることを祝福いたします。

